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シルバー開成  第 12号 (2)

平

成

３。
年

年

頭

の
ご

挨

拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か

な
良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
開
成
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
、
就
業

及
び
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
取
組
み

に
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２９
年
度
上
半
期
の
企
業
収
益

は
、
大
き
な
増
益
を
上
げ
て
い
る
も

の
の
、
設
備
投
資
及
び
働
く
方
へ
回

る
率
が
低
く
内
部
留
保
に
な

っ
て
い

る
の
が
実
態
で
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
於
て
は
、
平
成
２９

年
度
上
半
期
の
受
注
件
数
４
８
８
件
、

経
常
収
益
計
４
４
９
１
万
円
経
常
増

減
額
で
プ
ラ
ス
２
９
５
万
円

（前
年

比
１
８
２

・
１
％
）
と
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
下
半
期
に
つ
い
て
は
、

平
成
２９
年
度
の
日
標
に
沿

っ
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
現
在
、
大
き
な
事
故
も
無
く
推
移

し
て
い
ま
す
。
傷
害

。
物
損
事
故
Ｏ

を
目
標
に
、
き
め
細
か
い
安
全
パ
ト

□
―
ル
の
実
施
。

②
会
員
増
強

・
就
業
拡
大
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
５
月
に
発
足
し
、
着
実
に
基

盤
の
拡
大
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

３
就
業
機
会
の
創
出
、
現
状
に
相
応

(公社)開 成町

シルバー

人材センター

理事長

遠藤 成雄

貸

… ‐
―

ロ
ー

‐
―

‐
―

‐
―

ロ
ー

ロ
ー

‐
…

‐
―

‐
―

‐
―

‐
―

‐
―

‐
―

‐

し
た
就
業
単
価
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
事
業
収
益
の
ア
ツ
プ
を
図
る
。

以
上
を
重
点
項
目
と
し
て
推
進
を
図

り
ま
す
。

昭
和
６３
年
１２
月
に
会
員
数
７
名
で

「
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団
」
と
し

て
創
立
、
現
在
地
元
に
密
着
し
た
会

員
数
１
７
０
名
の

「
公
益
社
団
法
人

開
成
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
先
人
の
努
力
に
よ
り
、
基

盤
拡
大
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
３。
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
３。

年
度
事
業
計
画
の
中
で
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
が
、
基
盤
拡
大
に
向
け
、
日

頃
の
就
業
に
対
す
る
感
謝
と
就
業
内

容
の
お
知
ら
せ
、
新
入
会
員
の
加
入

促
進
の
た
め

「
第
３
回
開
成
町
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
」
開
催
に
合
わ
せ
て
、

創
立
３。
周
年
記
念
を
挙
行
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
手

厚
い
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
に

と

っ
て
佳
き
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

益
長
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

ハ    ヘ

一暴
開成町シルバー人材センター指針

☆☆ お客様から信頼され真に喜ばれるサービスを提供する ☆☆
そして何よりも安全を優先する。

行動のキーワード:常にお客様の立場になつて考え、誠意をもって行動する。

『‐
‐
‐‐‐

蕗
馴

接遇講習 :お辞儀と言葉はどちらを

先にされていますか !考えてみましょう



(3) シルバー開成  第 12号

町
長
年
頭

の
ご
挨
拶

開
成
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員

・
役
員
の
皆
さ

ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
町
政

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長

年
培

っ
て
き
た
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
生
か
し
、
生
き
が

い
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
、
理
事
長
を
は
じ
め

理
事

。
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
、
敬
意
を
表

し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す

進
展
す
る
な
か
で
、
生
産
年

齢
人
□
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

地
域
社
会
の
活
力
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者

世
代
の
担
う
役
割
は
今
後
ま

す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、

第
２
回
日
と
な
る

「
開
成
町

シ
ル
バ
ー
ま

つ
り
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
更
な
る
新
規
会
員

の
入
会
促
進
、
地
域
社
会
と

の
連
携

・
地
域
へ
の
奉
仕

・

新
規
事
業
の
開
拓
な
ど
成
果

を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
貴
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
に
と

っ
て
働
＜
意
欲
が

あ
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
参
加
を
望
む
場
と
し
て

不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
な
事
業
の
推

進
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
重
要
な
担
い
手

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
は
、
今
後
も
全
力
で
開

成
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
年

頭
に
あ
た
り
、
開
成
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開成町 町長
府川 裕―

平成29年 11月 20日

松田自動車学校で開催の

シルノヽ―ドライビング

スクールに参加

定時総会で

の表彰式と

表彰状

平成29年 6月、全国シルバー人材センター

定時総会にて当センターは、地域の高齢者

就業に貢献した功績により表彰されました。

当日は、当センターより15名 の

会員が参加。当日は、実車により

緊急制動等を体験又、振り込めサ

ギ被害防止の寸劇と請和を聞き1,

了証を交付されました。
・後音β同乗者のシートベル ト装着
・チャイル ドシートの装着
・ハイビームを活用し、事故防止
。見通しの良い道路での事故多発、

危険かもしれない等、初心に戻り

安全運転をしましょう。

当
日
は
台
風
２２
号
の
影
響
も
あ
り
悪
天
候
で
し
た

が
、
多
数
の
お
客
様
を
迎
え
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝

の
意
を
込
め
て
、
盛
況
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
包
丁
研
ざ
、
し
ゅ
ろ
縄
結
び
、
う
ど
ん
販

売
、
輪
投
げ
、
フ
ィ
ル
ム
貼
り
、
委
託
販
売
な
ど
新

企
画
も
実
施
出
来
、
好
評
で
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

府

　

長

谷

川

承
里

働
け
る
事
は
幸
せ
で
す
。

働
け
る
場
所
を
与
え
て
く
れ
る
事
も
又
幸
せ
で
す
。

「
こ
の
歳
に
な

っ
て

っ

後
期
高
齢
者
」
そ
れ
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
で
す
。

私
は
福
社
会
館
の
管
理
人
業
務
、
及
び
町
発
行
の
広

報
誌
お
知
ら
せ
版
等
の
仕
分
け
作
業
や
配
送
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
作
業
も
神
経
を
使
い
ま
す
。

会
館
利
用
者
へ
の
対
応
や
電
話
の
応
対
は
勿
論
の
事
、

町
広
報
誌
、
お
知
ら
せ
版
、
回
覧
な
ど
の
枚
数
の
差

異
は
絶
対
条
件
で
す
。
自
治
会
長
さ
ん
組
長
さ
ん
へ
、

正
確
な
枚
数
を
お
届
け
し
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
よ
う

配
慮
に
勤
め
て
い
ま
す
。

仕
事
を
請
け
る
と
云
う
こ
と
は
依
頼
者
側
に
感
謝
さ

れ
、
再
度
お
願
い
し
た
い
と
思
わ
れ
る
事
で
あ
る
。

平成29年 10月28日

第2回 開成町

シルノヽ―まつりを

開催致しました



シルバー開成  第 12号

あじさいちゃんも

チャレンジ

ちびっ子から

大人まで

楽しめた輪投げ

■
蜃

回
Ⅲ
電
ヨ28日 (■)

の皆臓[

5を込めて

し志した

第2回 シルバーまつり

限定の研ぎ包丁研ぎ

事前申し込みもあり

好評でした

小雨模様の中、特月」編成による

開成水神雷太鼓の演奏

和太鼓の響きに、拍手喝采 !

案内 。新入会受付などに対応

あじさいちゃんも

将来に備え会員登録

バ

ザ

ー

コ
‘

十

‘

ｒ
ｔ
ノ
‘
ζ

．
Ｌ
副
引
劉
馴
引
刊
「
仰

町職員と共にごみ減量に一役
キエー□の予約あじさいちゃんグッズなど販売

太
工
。
塗
装

職
域
を
写
真
で
紹
介

笠間さん

提供の

紙人形 ・戌年

ス トラップを

お客様に

配布 しま した



(5) シルバー開成  第 12号

第2

開5

シリしパー

平成29年 10

今年t地 1

感謝の気持

開催いた

ポ

ン

票

子

無

斜
配
布

リ

幸

一
除植

草ホ

草

巣
塩作業用の道具

写真による案内

しゅろ縄結びや

植木剪定の

技を披露 しました

ポン菓子の

ドンで開会 !

に

布

た

様

配

し

客

料

ま

お

無

し

障
子

・
機

・
フ
ィ
ル
ム
貼

網
戸
張
■
曽
え



シルバー開成  第 12号 (6)

仕 事 の 紹 介 と ボ ラ ン テ ィ ア

夏の暑さにも負けず、風にも負けず

開成の玄関でお客様を迎える

噴水の清掃

あじさい

まつりなど

町の

イベントに

備えた

交通案内の

講習会

緑豊かな町の

植本が元気に

育つように

肥料まき作業

町の公共施設の

除草と植本の剪定

ボランテイア

瀬戸屋敷 ひなまつり

シルバー特製の

とん汁とポン菓子は

好。Tでした

ヘルメットよし

装備よし !

委員による

安全バ トロール

宇

田

の
り
子

私
は
昨
年
の
４
月
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
に
何
が
出
来
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
初
め
て
さ

せ
て
頂
い
た
の
が
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
で
の
お
茶
出
し

の
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
そ
の
他
、
色
々
と
お
手
伝
い
す

る
な
ど
、
楽
し
く
さ
せ
て
頂
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
入
会
し
て
思

っ
た
事
は
皆
さ
ん
、
と
て
も
お
元
気

で
、
明
る
く
、
親
切
な
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
私
も
元

気
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
の
指
博
の
も
と
、
や

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

古

屋
義
範

私
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

町
内
の
公
園
や
遊
歩
道
、
町
道
並
び
に

一
般
住
宅
の

庭
や
駐
車
場
等
の
雑
草
を
、
と

っ
た
り
刈

っ
た
り
抜
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
屋
外
作
業
は
天
気
に
左
右
さ
れ
ま

す
の
で
、
雨
以
外
の
時
に
効
率
良
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

と

っ
た
、
刈

っ
た
、
抜
い
た
雑
草
は
上
を
落
と
し
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
搬
さ
れ
、
植
木
の
剪
定
伐
採
枝

と
共
に
完
全
発
酵
さ
れ
、
フ
ワ
フ
ワ
の
堆
肥
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
堆
肥
は
野
菜
畑
の
上
壌
改
良
に
利

用
さ
れ
、
雑
草
も
我
尺
の
生
活
に
大
変
役
立

っ
て
お
り

ま
す
。
草
取
り
跡
の
ス
ツ
キ
リ
感
や
、
町
の
皆
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
仕
事
の
達
成
感
を
感
じ
た

い
貴
方
、
健
康
維
持
の
為
に
、
是
非

一
度
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。



(7) シルノヾ一開成 第 12号

平成29年 度 視察研修 000高 尾山 ～ 深大寺 ～ サントリービールエ場

缶ビールの中を

通り抜けた先には

お待ちかねの

生ビールがお出迎え

深大寺でゲゲゲの鬼太郎さんと

記念写真

鬼太郎生みの親、水本しげるさんは

昭不□34年 に調布市へ移り
お住まいでした高尾山□駅周辺を散策

下山した会員と合流し深大寺ヘ

手芸グループの皆さん

個性豊かな、リモコボックスが

完成 しま した

磯

い晏
■
五
．

歯
『
藻ｒ

サ

■

・□
一□
」

小
林

正
信

最
近
、
新
聞

・
テ
レ
ビ
で

話
題
に
な
る
の
が
高
齢
者
問
題
、
家
か
ら
出
な
く
な

る
、
物
事
が
億
劫
に
な
り
閉
じ
籠
り
が
ら
に
な
る
又
、

夫
婦
で
話
題
が
無
く
朝
か
ら
テ
レ
ビ
の
生
活
等
反
、

皆
さ
ん
ど
こ
も
同
じ
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
良
い

解
決
策
が
身
近
に

一
つ
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
み
ま
せ
ん

か
、
同
年
代
の
方
々
が
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
若

い
時
の
経
験
を
生
か
し
仕
事
も
丁
寧
と
、
お
客
様
か

ら
喜
ば
れ
て
充
実
感
が
あ
り
ま
す
又
、
皆
さ
ん
の
話

題
も
豊
富
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

・
畑
仕
事

。
手
芸
な

ど
色
々
勉
強
に
な
り
ま
す
よ
。

ご
夫
婦
で
話
題
も
事
欠
か
な
い
て
し
よ
う
。
ど
う
で

す
、
今
年
こ
そ
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

爾 □̈
回

かいせい文化祭

出展作品

回
↓口Ч

"回
こ
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シルバー

人材センタ

常務理事

事務局長

丼上 義幸

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

の
共
通
課
題
と
し
て

「
会
員

の
増
強
」
と

「
就
業
機
会
の
拡

大
」
が
あ
り
ま
す
。
国
か
ら
の

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た

活
動
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
昨
年

「
会

「
適

正
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
の
遵
守
」

適
正
な
就
業
に
向
け
て
会
員

皆
様
へ
展
開
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

目
的
は
会
員
に
働
く
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
会
員

の
生
き
が

い
の
充
実
や
生
活

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
大
き
な
課
題
が
３
点
あ

り
ま
す
。

①
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
少

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
事
故
、
災
害
の
撲
滅

会
員
増
強
と
就
業
機
会
拡
大
の

た
め
に
新
規
事
業
の
開
拓
と
会

員
の
多
能
化
推
進
、
介
護
補
助
、

家
事

。
子
育
て
支
援
、
事
務
業

務
、
空
家
管
理
等
新
し
い
仕
事

へ
の
挑
戦
で
す
。

「
新

入
会
員

の
増
強
と
就
業
機
会

の
拡

大

安
全
就
業

に

つ
い
て
」

員
増
強
＆
業
務
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

一
歩
前
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

陰
様
で
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

就
業
形
態
の
適
正
、
財
務
体
質

な
ど
を
含
め
体
制
強
化
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
も

一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
安
定
、
健
康
の
維
持
増
進

。

地
域

。
社
会
へ
の
貢
献
。

・
就
業
形
態

（
請
色
（、
委
任
、

派
遣
、
職
業
紹
介
）
の
理
解
を

深
め
適
正
な
就
業
を
行
う
。

詳
細
は
事
務
所
に
備
付
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
に
も
入
会
を
勧
め

て
頂
く
と
共
に
就
業
拡
大
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
又

会
員
相
互
に
融
和
で
、
毎
日
を

安
全
で
、
楽
し
＜
就
業
し
健
康

増
進
に
努
め
ま
し
よ
う
。

先
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

安
全
の
基
本
を
遵
守
し

『
何
よ

り
も
安
全
を
優
先
す
る
』
こ
と

を
念
頭
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
行

動
指
針
に
沿

っ
て
、
心

一
つ
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

技能を必要とする分野

[倉]房  は
障子 ・網戸 ・襖張り

建具修理などの大工仕事

デ
画

塗装 ・左宮 ・フロックなどの作業

長 年 培 つた 技 能 ・技 術 ・知 識 を 生 か しま せ ん か !

―
~′

ル ノ

ー

ー 子≧ _― 舅農 口p

管 理 分 野

建物管理  屋外施設管理

駐車場管理

シルノヽ―人材センターの ご案内

お仕事 !お受けいたします

・植本の剪定 。草刈 ・除草

・襖 。障子 ・網戸の貼替え

・表装 ・クロス内装 。フィルム貼り
・大工 。塗装 。電気 。土木 。他

・筆耕 。パソコン 。お掃除 。事務処理
。お客様がご希望のお仕事 ご相談に応じます

お気軽にお電話下さい

ボランティア活動
・町主催の行事などへ参加

・あじさいまつり休憩所開設、

お茶出し・ボン菓子
。あじさい花柄摘み

・公共施設除‐ 清掃 。植木手入れ
。町民センター ・役場障子張替え

主な行事予定

鵬
明
　
朝
明
四

開

　
　
　
　

１

１

働会あ
い員な
てにた
みなも

公益社団法人 間威町シルバー人材センター

〒258-0026足 柄上郡開成町延沢656-1
8 0465-83-6369 FAX 0465-82-9617

HP ・ ・ ・httpソ/w3/w slver―brain com/kanagawa/kaisei/

(草刈り・交通安針 手芸 ・学校警備など)

。安全委員会         6～ 12月

りま

せ

ん

か
・定時総会

・技能研1'会

。安全研修会

・秋の視察研修

・かいせい文イヒ祭参加

・親睦パークゴルフ

・会報 「シルバー開成」の発行

5月

2～ 10月

8月

10月

11月

年2回

年1回

公園 ・広場などの清掃

除草

公共施設 ・ビル内 などの清掃

専門技術分野

パソコン

r鳳轟ュ軸　一”̈̈
動

Ｊ

事 務 分 野

き

耕

務

書

筆

業

名

筆

務

宛

毛

事
′

入会のお申込み

お問い合わせは

下記に、ご連絡ください。

日

間

業営

時

月～金 (土・日曜、祝祭日は体み)

9時-12時  13時～170寺

編集後記   新年を迎え、新たな気持ちで成年をスタートしました。本号は、    会報委員
各職域で会員の皆様が活動している様子、視察研修、ボランテイアそして第2回    委員長 真鍋 寛
開成町シルバーまつり等、写真を主体に紹介しました。 「会報シルバー開成」第   委 員 小林正信
12号 をお届けし、ご協力いただいた方々に心より御礼申し上げます。            本村国広 中山敬輔


